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さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
政
学
的
に
み
て
も
、
半
導
体
産
業
は
台
湾
の
国
際
的
な
地
位
を
向
上
さ
せ
、

先
進
国
が
台
湾
の
安
定
性
の
維
持
を
望
み
、
米
中
の
覇
権
争
い
の
中
で
先
端
半
導
体
と
い
う
最
重
要
物

質
を
め
ぐ
っ
て
台
湾
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
米
国
の
メ
ガ
テ
ッ
ク
企
業
や
欧
州
各
国
は
、

台
湾
の
半
導
体
供
給
能
力
に
依
存
し
て
お
り
、
中
で
も
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
が
世
界
半
導
体
の
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
要
と
し
て
機
能
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
は
世
界
市
場
を
席
捲
す

べ
き
と
台
湾
・
高
雄
市
に
約
６
・
８
兆
円
を
投
じ
第
二
・
第
三
の
最
先
端
半
導
体
の
工
場
を
計
画
・
建

設
中
で
、
２
０
２
７
年
の
完
成
を
見
込
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
世
界
か
ら
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
台

湾
の
半
導
体
産
業
、
順
風
満
帆
と
思
わ
れ
て
い
る
が
、
最
大
の
課
題
は
水
資
源
の
確
保
で
あ
る
。
半
導

体
は
豊
富
で
清
浄
な
水
資
源
（
超
純
水
）
無
く
し
て
、
成
り
立
た
な
い
産
業
で
あ
る
。

１
．
台
湾
の
水
環
境

　

台
湾
の
地
形
は
日
本
と
同
じ
よ
う
に
南
北
に
山
脈
が
走
り
、
富
士
山
よ
り
高
い
玉
山
（
３
９
５
２
メ

ー
ト
ル
、
旧
称
新
高
山
）
が
聳
え
て
い
る
。
年
間
平
均
降
水
量
は
約
２
５
０
０
ミ
リ
（
日
本
は
１
７
０

０
ミ
リ
）
で
あ
る
が
、
長
い
川
が
無
い
た
め
に
、
降
っ
た
雨
は
急
こ
う
配
の
渓
谷
を
下
り
、
東
側
（
山
）

か
ら
西
側
（
海
）
へ
の
直
行
が
多
い
、
そ
の
た
め
に
台
湾
の
川
に
は
、
大
甲
渓
、
濁
水
渓
、
鳳
山
渓
な

ど
と
渓
流
の
名
前
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
問
題
は
台
湾
の
水
資
源
の
８
割
は
、
毎
年
襲
来
す
る
台
風

（
台
湾
は
台
風
の
通
り
道
）
や
暴
風
雨
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

台
湾
の
半
導
体
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
台
湾
積
体
電
路
製
造
（
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
）
は
、
世
界
経
済
や
地
政
学
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
が
報
じ
て
い
る
よ
う
に
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
は
世
界
最
大
の

フ
ァ
ウ
ン
ダ
リ
ー
（
半
導
体
受
託
生
産
）
企
業
と
し
て
、
先
端
ロ
ジ
ッ
ク
半
導
体
の
世
界
市
場
の
約
75
％

を
製
造
・
供
給
し
て
お
り
、
ス
マ
ホ
、
自
動
車
、
工
作
機
械
、
家
電
製
品
ま
で
幅
広
く
使
用
さ
れ
、
し

か
も
生
成
Ａ
Ｉ
向
け
や
高
速
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
最
先
端
の
半
導
体
の
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
を
支
え
て
い
る
。
台
湾
国
内
の
経
済
に
及
ぼ
す
効
果
を
み
る
と
、
台
湾
の
輸
出
総
額
は
約
４
７

５
０
億
ド
ル
（
２
０
２
４
年
）
で
、
半
導
体
関
連
が
占
め
る
割
合
は
実
に
39
・
１
％
に
達
し
て
い
る
。

こ
の
数
字
は
前
年
度
に
比
べ
９
・
９
％
増
で
あ
り
、
２
０
２
５
年
は
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
が
確
実
視
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Ｍ
Ｃ
の
他
、
有
力
な
フ
ァ
ウ
ン
ダ
リ
ー
企
業
、
た
と
え
ば
Ｕ
Ｍ
Ｃ
、
Ｗ
Ｅ
Ｃ
、
Ｎ
Ｔ
Ｃ
な
ど
が
軒
を
並

べ
て
い
る
。
国
内
に
豊
富
な
水
資
源
さ
え
あ
れ
ば
、
各
社
の
プ
ロ
セ
ス
工
場
の
増
強
、
し
か
も
世
界
の

メ
ガ
テ
ッ
ク
企
業
が
渇
望
す
る
高
性
能
・
高
密
度
半
導
体
（
回
路
幅
２
ナ
ノ
）
を
大
増
産
で
き
る
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
半
導
体
産
業
が
台
湾
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
割
合
は
15
～
20
％
に
達
す
る
と
予
想
さ
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
水
資
源
が
、
台
湾
の
国
家
経
済
を
支
え
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

３
．
台
湾
政
府
の
水
資
源
確
保
の
政
策
は　
　
　

　

２
０
２
３
年
10
月
、
台
湾
高
雄
市
で
「
第
９
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
水
会
議
（IW

A
-A
spire

）」
が

開
催
さ
れ
筆
者
も
水
会
議
に
出
席
し
た
。
筆
者
が
最
も
感
銘
を
受
け
た
の
は
、
メ
イ
・
フ
ァ
ー
・
ワ
ン

（
王
美
華
）
台
湾
経
済
部
大
臣
の
基
調
講
演
で
あ
る
。「
コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
、
世
界
中
か
ら
台
湾
の
半
導

体
製
品
の
購
入
を
呼
び
か
け
ら
れ
た
が
、
台
湾
は
そ
の
要
求
に
応
え
ら
れ
な
か
っ
た
。」
そ
の
理
由
は
、

台
湾
に
は
毎
年
複
数
の
台
風
が
上
陸
し
て
い
た
が
、
２
０
２
０
年
に
は
台
風
が
一
つ
も
上
陸
せ
ず
、
台

湾
南
部
の
貯
水
池
で
は
貯
水
率
が
20
％
を
下
回
る
ほ
ど
水
不
足
が
深
刻
に
な
り
、
半
導
体
工
場
の
稼
働

率
が
低
下
し
国
家
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
今
年
も
干
ば
つ
傾
向
に
あ
る
が
、
台
湾
経
済
を
支

え
る
半
導
体
産
業
向
け
に
豊
富
な
水
資
源
を
用
意
す
る
こ
と
は
、
国
家
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
。
私
は

豊
富
な
水
資
源
供
給
の
た
め
に
特
別
チ
ー
ム
を
編
成
し
た
。
具
体
的
に
は
「
国
内
81
カ
所
の
下
水
処
理

場
の
う
ち
、
16
カ
所
で
半
導
体
産
業
向
け
工
業
用
水
確
保
と
し
て
下
水
再
生
水
プ
ラ
ン
ト
の
整
備
を
進

１
）
２
０
２
１
年
は
１
０
０
年
振
り
の
大
干
ば
つ
発
生

　

そ
の
理
由
は
２
０
２
０
年
に
、
①
台
湾
全
土
に
ま
っ
た
く
台
風
が
上
陸
・
接
近
し
な
か
っ
た
、
②
雨

季
の
シ
ー
ズ
ン
が
短
か
っ
た
、
③
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現
象
に
よ
り
２
０
２
１
年
春
の
降
雨
量
も
少
な
か
っ
た
、

つ
ま
り
こ
れ
ら
の
要
因
が
重
な
り
歴
史
的
な
大
干
ば
つ
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
多

く
の
ダ
ム
が
過
去
最
低
の
貯
水
率
を
記
録
し
、
台
湾
中
部
を
中
心
に
水
道
水
や
工
業
用
水
の
給
水
制
限

が
行
わ
れ
た
。
市
民
生
活
で
は
、
台
中
市
、
苗
栗
県
な
ど
１
０
６
万
世
帯
に
、
週
２
日
の
断
水
や
、
６

月
以
降
の
台
風
シ
ー
ズ
ン
到
来
ま
で
15
％
節
水
が
強
制
さ
れ
半
導
体
産
業
の
み
な
ら
ず
、
市
民
生
活
に

も
大
き
な
影
響
が
出
た
。

２
．
半
導
体
産
業
と
水
資
源
と
の
関
係

　

半
導
体
産
業
は
製
造
工
程
、
ウ
ェ
ハ
の
洗
浄
や
レ
ジ
ス
ト
、
冷
却
・
乾
燥
プ
ロ
セ
ス
で
水
資
源
、
特

に
超
純
水
を
多
量
に
使
用
す
る
。
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
は
台
湾
に
お
い
て
２
０
２
２
年
に
約
２
億
１
５
０
０
万
ト

ン
の
水
を
使
用
し
た
と
報
告
、
こ
の
水
量
は
東
京
都
全
体
の
年
間
水
道
配
水
量
の
約
15
％
に
相
当
す
る
。

１
工
場
当
た
り
、
一
日
平
均
15
～
20
万
ト
ン
の
水
が
使
用
さ
れ
、
こ
の
水
量
を
給
水
人
口
に
直
す
と
約

50
～
67
万
人
分
の
水
道
使
用
量
に
相
当
す
る
。
も
ち
ろ
ん
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
は
水
の
再
利
用
や
リ
サ
イ
ク
ル
率

の
向
上
（
目
標
90
％
以
上
）
を
目
指
し
て
プ
ロ
セ
ス
改
良
を
行
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
台
湾
に
は
Ｔ
Ｓ
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め
て
い
る
。
現
在
、
全
国
で
の
下
水
再
生
水
の
製
造

量
は
一
日
当
た
り
12
万
３
５
０
０
ト
ン
だ
が
、
16
施

設
が
す
べ
て
完
成
す
れ
ば
62
万
ト
ン
／
日
の
製
造
が

可
能
に
な
る
」
と
言
及
。
筆
者
は
会
期
中
に
「
臨

海
・
水
再
生
セ
ン
タ
ー
」
下
水
処
理
場
に
設
置
さ
れ

た
工
業
用
水
（
純
水
）
を
造
る
逆
浸
透
膜
（
Ｒ
Ｏ

膜
）
プ
ラ
ン
ト
を
視
察
し
た
。（
写
真
参
照
） 

　

会
期
中
、
台
湾
展
示
ブ
ー
ス
で
は
多
く
の
水
資
源
確
保
の
項
目
が
列
挙
さ
れ
て
い
た
。

・
ダ
ム
・
貯
水
池
の
整
備
と
管
理
の
強
化
（
台
風
の
雨
を
貯
水
で
き
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
）

・
工
業
用
水
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
向
上
（
鉄
鋼
、
半
導
体
産
業
）

・
海
水
淡
水
化
装
置
の
導
入
（
台
南
市
、
高
雄
市
で
導
入
予
定
）

・
地
下
水
の
活
用
（
干
ば
つ
対
策
、
し
か
し
過
剰
汲
み
上
げ
規
制
）

・
農
業
用
水
の
効
率
化
（
節
水
型
農
業
の
技
術
導
入
）

・
一
般
家
庭
・
企
業
向
け
の
節
水
政
策
（
節
水
機
器
導
入
の
促
進
）

 　

２
０
１
７
年
に
発
表
さ
れ
た
「
工
業
用
水
安
定
供
給
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
で
は
一
日
当
た
り
１
８

３
万
ト
ン
の
給
水
量
増
加
、
さ
ら
に
配
水
管
の
広
域
ル
ー
ト
化
な
ど
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
政
策
か
ら
判
る
よ
う
に
、
台
湾
経
済
を
支
え
る
半
導
体
産
業
向
け
水
資
源
の
確
保
に
国
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
が
伺
え
る
。

さ
い
ご
に

　

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
世
界
戦
略
は
主
に
、
米
国
、
日
本
、
ア
ジ
ア
を
重
要
な
地
域
と
し
て
焦
点
を
当
て
て
い
る
。

　

米
国
で
は
ア
リ
ゾ
ナ
州
に
最
新
鋭
の
半
導
体
工
場
（
回
路
幅
２
ナ
ノ
）
を
建
設
中
で
、
こ
れ
は
米
国

政
府
の
「
国
内
・
半
導
体
供
給
の
強
化
策
」
に
対
応
し
た
動
き
で
あ
る
。

　

日
本
で
は
熊
本
工
場
の
増
設
で
、
顧
客
で
あ
る
ソ
ニ
ー
や
自
動
車
用
半
導
体
供
給
で
ト
ヨ
タ
と
強
力

な
関
係
を
構
築
し
て
い
る
。
熊
本
工
場
は
地
下
水
を
年
間
３
１
０
万
ト
ン
取
水
予
定
で
、
こ
れ
は
熊
本

地
区
の
年
間
取
水
量
の
約
２
％
に
相
当
す
る
。
さ
ら
に
第
二
・
第
三
の
工
場
建
設
計
画
も
発
表
さ
れ
て

お
り
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
熊
本
工
場
）
は
熊
本
県
と
地
下
水
保
全
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
創
業
者
・
張
忠
謀
（
モ
リ
ス
・
チ
ャ
ン
）
は
海
外
マ
ス
コ
ミ
記
者
か
ら
「
な
ぜ
Ｔ
Ｓ
Ｍ

Ｃ
は
世
界
的
に
成
功
し
た
の
か
？
」
の
質
問
に
応
え
、
私
は
「
日
本
か
ら
「
匠
の
技
（
微
細
化
技
術
）」、

「
モ
ノ
づ
く
り
精
神
」
さ
ら
に
「
ヒ
ト
を
大
事
に
す
る
経
営
」
な
ど
多
く
を
学
ん
だ
」
と
語
っ
た
。
そ
の

先
達
（
日
本
）
は
、
今
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？ 

す
べ
て
の
面
で
カ
オ
ス
の
極
み
に
陥
っ
て
い
る
。

我
々
日
本
人
は
原
点
に
戻
っ
て
、
再
び
学
び
直
し
行
動
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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